








































































































一般演題(ポスター)

P-12 

医学部での放射線健康リスク科学教育・原子力災害拠点病院での原子力災害医

療教育を支える教育システムの提供

細井義夫

東北大学大学院医学系研究科放射線生物学分野

東北大学災害医療国際研究所災害放射線医学分野

日本学術会議による提言 「放射線の健康 リ スク教育の充実」 や国立大学医学部長会議の提

言 「放射線のリスク科学教育の必修化J を受けて、医学教育モデ、ル ・ コア ・ カリキュラム

が平成 28 年度に改訂された。 これにより平成 30 年度以降に入学する医学生は、 「医療放

射線と生体影響J 、 「放射線リスクコミュニケーション」、 「放射線災害医療j を学ぶこ

とになる 。 東北大学では、 医学科での l 単位を想定して 90 分講義 8 コマの e ラーニングに

よ る講義と、マークシート方式の筆記試験による成績評価、並びに補助教材を提供する準

備を進めている 。 さらに、原子力災害拠点病院では、医師、看護師の他全職員に対して原

子力災害医療に関する教育を定期的に行うことが求められているが、 その e ラーニングに

よる講義を原子力規制委員会 ・ 規制庁に提供予定である 。 これらの卒然 ・ 卒後のシームレ

スな教育により原子力災害医療に寄与することを計画している。
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一般演題(ポスター)

P-13 

原発関係施設等の視察・災害医療訓練等の経験

原口義座、友保洋三

京葉病院外科 ・ 災害医療大系編纂グループ

原発関係の現場視察および災害医療経験を報告する。

対象と検討結果 : 災害発生現場 ・ 医療としては、 ]CO 臨界事故、美浜原発事故、中越沖地

震と柏崎刈羽原発被災、福島第一原発事故、更にチェルノブイリ原発事故(15 年後)等と

した。 現場視察としては、泊原発、女川原発、東海村、浜岡原発、伊方原発、玄海原発、

六ヶ所村再処理工場等とした。

検討結果と考察 : 医療体制は一定程度準備されていたが、災害時対応の一般住民を含めた

対応に関しては、なお多面的な視点からの準備が必要である。

特に住民への情報伝達 ・ 知識 (Scientific Literacy) 面からの向上には医療面からも力を

入れる必要がある。
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